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 令和８年度 事業概要 

１）施策体系 

 

 

 

  
災害に強い県づくりの推進 

社会的なインフラの 

維持・発展 

地域の防災⼒を⾼める 

ソフト対策 

② 要配慮者利⽤施設を守る 

土砂災害対策事業 

③ 流域を保全する 

土砂災害対策事業 

④ 赤牛先生等による 

地域での防災教育事業 

⑤ 既存施設の機能強化、⽼朽化対策 

⑥ 住⺠の⾃主的な防災活動の促進 

〜いのちとくらしを守る⼟砂災害対策〜 

地域との協働による 

維持管理の推進 
⑦ 住⺠と連携した維持管理の促進 

① 災害発生箇所に対応する 

土砂災害対策事業 
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２）主な施策内容 

 
 
 
 
 

土砂災害が発生した場合は速やかに土砂災害対策を実施します。 

・災害関連緊急砂防事業 白馬村：黒豆沢（北城） 

・雪崩対策事業     白馬村：北城瑞穂 

・県単砂防維持修繕事業 小谷村：濁沢（深原） 

 
 
 
 
 

土砂災害警戒区域内の要配慮者利用施設を土砂災害から守ります。 

・通常砂防事業     白馬村：犬川（飯田）、大姥様沢（沢渡） 

・地すべり対策事業   小谷村：外沢 

・雪崩対策事業     小谷村：下寺 

・急傾斜地崩壊対策事業 小谷村：千国（小谷村保育園裏） 

 

 

 

土石流や立木対策、再度災害防止のための緊急土砂災害対策など、氾濫等をできるだ

け防ぐ・減らすための土砂災害対策を推進します。 

各事業において建設 DX を推進し、省人化・省力化・生産性の向上を図ります。 

・通常砂防事業      白馬村：一本木沢（青鬼）、鳴沢（佐野） 

              小谷村：蟹沢（李平） 

 ・火山砂防事業      小谷村：唐沢（北雨中）、黒川沢川（里見） 

 ・地すべり対策事業    小谷村：前沢、大網、戸石 

 ・雪崩対策事業      白馬村：飯森  

  

 

 

 

小学生を対象とした防災学習・現場見学会等を開催し、砂防施設の役割など土砂災害

に関する知識の普及に努め、地域防災力の強化を図ります。（R７は 3 校で開催） 

住民の防災意識を高め、地域での自主的な防災活動を促進するため、砂防ボランティ

アによる赤牛先生防災教育を実施します。（R７は１地区で開催） 

② 要配慮者利⽤施設を守る⼟砂災害対策事業 

③ 流域を保全する⼟砂災害対策事業 

④ 赤牛先生等による地域での防災教育事業 

① 災害発生箇所に対応する⼟砂災害対策事業 
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既存施設を有効利用して施設効果を増進します。また、長寿命化計画に基づく予防保

全による適正な維持管理と、長期的な視点でのﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄの縮減を図ります。 

・砂防メンテナンス（砂）事業  小谷村：栂池沢（栂池）、黒川沢（立屋） 

    ・県単維持修繕事業（砂防、地すべり、急傾斜） 管内一円 

 

 

  

地域特性に配慮した「地区防災マップ」の作成や防災訓練の実施等を支援します。 

・地区防災マップの作成支援（白馬村、小谷村） 

【住民主導型警戒避難体制づくりの取組】     【完成した地区防災マップ】 

 

 

⑤ 既存施設の機能強化、⽼朽化対策 

⑥ 住⺠の⾃主的な防災活動の促進 

小谷村五区地区懇談会（R7.6.24） 

黒豆沢 堆積工（白馬村北城） 

（R7.10.9 白馬南小学校） 

 

赤牛先生防災講座 

（R7.6.24 小谷村五区地区） 

白馬村通地区懇談会（R7.7.23） 
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 ボランティア団体の活動を支援して草刈りや土砂の除去等を効率的に行います。 

 また、関連団体と協働して砂防等施設の維持管理を行います。 

    ・ボランティア活動支援事業 （14 団体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小谷村日かげ沢の日かげ沢床固工群、小谷村黒川沢の里見砂防堰堤管理用道路 

草刈り作業 

（R7.7.９ 姫川建設業協会と合同実施） 

⑦ 住⺠と連携した維持管理の促進 


